
あす月１日は計量記念日
安
心
を
陰
で
支
え
る
正
し
い
計
量
計
量
啓
発
標
語
最
優
秀
作
品
賞

　
計
る
と
い
う
こ
と
は
モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
。
今
日
の
日
本
製
品
の
高
精
度
、
超
精
密
と
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
は
正
確
に
計
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
計
量
に
関
す
る
制
度
は
経

済
・
社
会
の
最
も
基
本
的
な
制
度
で
あ
り
、
我
々
の
生
活
の
基
盤
に
も
な
っ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
あ
す

月
１

日
は
「
計
量
記
念
日
」
。
計
量
の
基
準
を
定
め
、
適
正
な
計
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
我
々
の
日
常
生
活
を
守
る
と

と
も
に
、
経
済
発
展
お
よ
び
文
化
の
向
上
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
日
だ
。

適
正
な
計
量
の
実
施
を
経
済
と
文
化
の
発
展
に
寄
与図面を元にして、実験器具を作成

「
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

今
年
の
最
優
秀
作
品
賞
に
輝
い
た
広
島
県
の
小

学
５
年
生
、
河
野
咲
季
さ
ん
が
描
い
た
図
面

モ
ノ
づ
く
り
支
え
る
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
「
計
測
展
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
で
セ
ミ
ナ
ー

何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
小
学
生
が
ア
イ
デ
ア
競
う
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日
本
計
量
進
行
協
会
が
毎
年

作
成
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
。
今

年
は
計
量
記
念
日
と
同
じ

月
１
日
が
誕
生
日
の
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
が
表
紙
を
飾
っ
た

　
計
量
法
は
モ
ノ
の
取
引
や

証
明
に
利
用
す
る
単
位
や
計

量
器
な
ど
に
つ
い
て
を
定
め

た
法
律
。
計
量
の
基
準
を
定

め
、
適
正
な
計
量
の
実
施
を

確
保
す
る
計
量
制
度
は
貨
幣

制
度
と
同
様
に
、
経
済
活
動

の
根
幹
を
な
す
制
度
で
あ

る
。
「
計
量
記
念
日
」
は
１

９
５
１
年
６
月
７
日
に
そ
れ

ま
で
の
「
度
量
衡
法
」
を
全

面
的
に
改
訂
し
た
「
計
量
法

旧
計
量
法

」
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
通

商
産
業
省

現
経
済
産
業

省

が

年
６
月
７
日
か
ら

記
念
日
と
し
て
制
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
旧
計
量
法
は

年

月
１
日
、
国
際
単
位
系

Ｓ
Ｉ

を
計
量
単
位
に
導

入
す
る
「
計
量
単
位
の
Ｓ
Ｉ

化
」
、
計
量
器
の
製
造
、
修

理
、
販
売
を
届
け
出
制
に
す

る
こ
と
や
指
定
製
造
事
業
者

に
よ
る
製
品
の
検
定
免
除
を

行
う
と
い
っ
た
「
計
量
器
規

制
の
合
理
化
」
、
さ
ら
に
は

先
端
技
術
分
野
を
中
心
と
し

た
高
精
度
の
計
量
に
対
応
す

る
た
め
の
「
計
量
標
準
供
給

制
度
創
設
」
な
ど
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
現
在
の
「
計
量
法

新
計
量
法

」
に
改
正
さ

れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
「
計

量
記
念
日
」
も

月
１
日
に

変
更
さ
れ
た
。

　
計
量
法
が
施
行
さ
れ
た
目

的
は
同
法
の
第
一
条
に
「
計

量
の
基
準
を
定
め
、
適
正
な

計
量
の
実
施
を
確
保
し
、
も

っ
て
経
済
の
発
展
及
び
文
化

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
「
計
量
」
は

「
物
象
の
状
態
の
量
を
計
る

こ
と
」
と
定
義
し
て
お
り
、

「
物
象
」
と
し
て
、
長
さ
や

質
量
、
時
間
、
電
流
、
温

度
、
光
度
、
面
積
、
加
速

度
、
周
波
数
、
密
度
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。

　
計
量
法
の
施
行
で
、
現
在

の
適
正
で
、
な
お
か
つ
合
理

的
で
あ
り
、
ま
た
国
際
的
に

も
整
合
性
の
あ
る
計
量
制
度

が
確
立
し
た
。

　
毎
年
、
計
量
記
念
日
に
合

わ
せ
て
「
計
量
記
念
日
全
国

大
会
」
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。
主
催
は
経
済
産
業
省
、

計
量
行
政
機
関
や
計
量
関
係

団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る

計
量
記
念
日
組
織
委
員
会
。

全
国
の
計
量
・
計
測
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深

め
て
い
る
。

　
大
会
で
は
記
念
式
典
の
ほ

か
、
記
念
行
事
と
し
て
は

「
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
」
「
計
量

啓
発
標
語
表
彰
」
も
行
わ
れ

る
。
今
年
は

月
４
日
に
東

京
都
港
区
の
ホ
テ
ル
イ
ン
タ

ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ

イ
で
開
催
さ
れ
る
。

　
計
量
行
政
に
関
し
て
は
こ

の
ほ
か
に
経
済
産
業
省
が

月
を
「
計
量
強
調
月
間
」
と

し
て
、
計
量
法
の
適
切
な
実

施
と
と
も
に
計
量
思
想
の
普

及
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
「
計
量
標
準
供
給
制
度
」

と
「
校
正
事
業
者
登
録
制

度
」
か
ら
な
る
の
が
計
量
法

校
正
事
業
者
登
録
制
度

Ｊ

Ｃ
Ｓ
Ｓ

。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
１
７
０
２
５
を
登
録

認

定

基
準
に
し
た
計
量
法
に

基
づ
く
登
録
制
度
だ
。
こ
の

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
正
し
い
計
量
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
の
高
精
度
・
超
精
密

を
実
現
す
る
計
測
の
信
頼
性

の
確
立
に
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
が
果
た

し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。

　

月

日
か
ら

日
ま
で

の
３
日
間
、
大
阪
市
の
グ
ラ

ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪

中
之
島

・
大
阪
国
際
会
議
場

で
開

催
さ
れ
る
「
計
測
展
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
」
で
は
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
が
テ

ー
マ
と
な
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
が

実
施
さ
れ
る
。
同
展
の
開
場

時
間
は

時
か
ら

時
ま

で
。
主
催
は
日
本
電
気
計
測

器
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ａ

。
展
示
や
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通

じ
て
、
電
気
計
測
機
器
に
関

す
る
最
新
技
術
や
製
品
が
紹

介
さ
れ
る
。
入
場
料
は
１
０

０
０
円

ウ
ェ
ブ
で
の
事
前

登
録
者
、
招
待
状
持
参
者
は

無
料

。

　
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
関
連
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
は

日

時
半
か
ら
１

０
０
８
会
議
室
で
行
わ
れ
る

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
委
員
会
セ
ミ

ナ
ー
「
校
正
事
業
推
進
委
員

会

広
が
る
校
正
サ
ー
ビ
ス

２
０
１
４

」
。
経
済
産
業

省
産
業
技
術
環
境
局
計
量
行

政
室
室
長
補
佐
の
松
井
洋
二

氏
が
「
計
量
標
準
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
行
う
ほ
か
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
計
測
標
準
研
究

部
門
電
磁
気
計
測
科
長
の
金

子
晋
久
氏
が
「
蓄
電
池
の
安

全
性
評
価
を
目
的
と
し
た
内

部
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
評
価
法

の
開
発
と
評
価
事
例
の
紹

介
」
を
行
う
。

　
ま
た
、
製
品
評
価
技
術
基

盤
機
構
認
定
セ
ン
タ
ー
計
量

認
定
課
課
長
の
村
田
浩
美
氏

が
「
計
量
標
準
の
利
用
促
進

の
た
め
の
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
改
善
へ

の
取
組
み
」
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ａ
技
術
・
標
準
部
主
任
で
校

正
事
業
推
進
委
員
会
の
勝
田

敏
江
氏
が
「
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
校
正

サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を

行
う
。

　
計
量
記
念
日
は
計
量
制
度

が
わ
が
国
経
済
の
発
展
や
、

国
民
の
生
活
の
安
定
、
消
費

者
利
益
の
保
護
、
文
化
の
向

上
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
機
会
に
な

る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
自
社
の
計
量
シ
ス

テ
ム
が
定
期
検
査
を
受
け
て

い
る
か
、
適
正
な
計
量
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
る
か
、
国

際
計
量
標
準
に
適
合
し
た
校

正
を
受
け
て
い
る
か
、
な
ど

を
確
認
し
て
み
る
と
よ
い
だ

ろ
う
。

　
計
量
記
念
日
の
式
典
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
る
「
何
で
も

は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
計
量
に
関
す
る
理
解

の
向
上
、
理
科
教
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

２
０
０
５
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
小
学
生
が
、
学
校
や

家
庭
生
活
な
ど
の
中
に
あ
る

身
近
な
も
の
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
何
か

を
「
は
か
っ
た
」
作
品
を
募

集
、
審
査
し
た
コ
ン
テ
ス
ト

で
あ
る
。
応
募
の
対
象
は
日

本
全
国
の
小
学
校
の
生
徒
で

個
人
ま
た
は
３
人
以
内
の
グ

ル
ー
プ
。
今
年
の
応
募
総
数

は
１
０
６
点
。
計
量
記
念
日

実
行
委
員
会
委
員
に
よ
る
１

次
審
査
、
学
識
経
験
者
に
よ

る
最
終
審
査
で
、
最
優
秀
作

品
賞
１
点
、
優
秀
作
品
賞
２

点
、
特
別
賞
１
点
、
奨
励
賞

点
が
選
ば
れ
た
。

　
計
量
記
念
日
全
国
大
会
事

務
局
が
置
か
れ
て
い
る
日
本

計
量
振
興
協
会
事
業
部
の
倉

野
恭
充
部
長
は
毎
年
、１
０

０
点
以
上
の
応
募
が
あ
る
。

し
か
も
そ
の
レ
ベ
ル
は
高

い
。
こ
れ
以
上
、
応
募
が
増

え
る
と
審
査
は
困
難
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
笑
う
。

　
今
年
の
最
優
秀
作
品
賞
に

輝
い
た
の
は
広
島
県
の
小
学

５
年
生
に
よ
る
「
紙
の
ち
が

い
と
強
さ
の
変
化
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
作
品
。ま
た
、優
秀

作
品
賞
に
は
宮
城
県
の
小
学

３
年
生
、
茨
城
県
の
小
学
６

年
生
の
２
作
品
。
特
別
賞
は

福
島
県
の
小
学
２
年
生
、
３

年
生
、
５
年
生
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
作
品
が
選
ば
れ
た
。

同
事
業
部
の
鶴
崎
由
美
子
課

長
は
「
今
年
の
最
優
秀
作
品

賞
を
受
賞
し
た
広
島
県
の
小

学
５
年
生
は
昨
年
、
優
秀
作

品
賞
を
受
賞
し
た
小
学
生
。

特
別
賞
を
受
賞
し
た
福
島
県

の
小
学
生
３
人
も
毎
年
応
募

し
て
く
れ
て
い
る
な
ど
、
常

連
応
募
者
に
な
っ
て
い
る
小

学
生
が
い
る
」
と
い
う
。

　
最
近
の
応
募
者
は
女
子
生

徒
の
方
が
多
い
と
い
う
。
昨

年
に
続
き
、
今
回
の
最
優
秀

作
品
賞
も
女
子
小
学
生
だ
っ

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
を
通

じ
て
、
計
る
こ
と
に
興
味
を

持
っ
た
彼
女
た
ち
が
将
来
、

リ
ケ
ジ
ョ
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
一
方
、
「
計
量
啓
発
標
語

表
彰
」
は
正
確
な
計
量
へ
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
募
集
し
た
。

年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回

で

回
目
と
な
る
。
テ
ー
マ

の
「
正
し
い
計
量
の
大
切
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
」
に

対
し
て
、
今
年
は
５
２
１
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
作
品
賞
１
点
、

優
秀
作
品
賞
２
点
、
佳
作

点
が
選
ば
れ
た
。

　
最
優
秀
作
品
賞
は
滋
賀
県

の
会
社
員
に
よ
る
「
安
心
を

　
陰
で
支
え
る
　
正
し
い
計

量
」
。
優
秀
作
品
賞
は
福
島

県
の
小
学
生
の
作
品
「
計
量

は
　
暮
ら
し
を
守
る
　
見
張

り
番
」
と
、
新
潟
県
の
地
方

公
務
員
に
よ
る
「
変
わ
る
時

代
に
変
わ
ら
ぬ
計
量
の
大
切

さ
」
が
受
賞
と
な
っ
た
。


